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論 文 の 要 旨 
 





 序章 「変化をもたらす社会的エイジェンシー」のモダンムーヴメント 
 第 I 部 〈アート／インダストリー〉としてのモダンムーヴメント 
  第 1 章 インダストリアル・アートとしての絵画 
  第 2 章 「美の本能」を共有するモダンデザイン 
  第 3 章 モダニスト・ベッチマンの〈アート／インダストリー〉 
 第 II 部 帝国空間の越境・帰郷とモダンムーヴメント 
  第 4 章 『セント・モア』とトランスアトランティックな越境 
  第 5 章 ハバナに降り注ぐ緑の紙幣 
 第 III 部 デザインの 20 世紀に向けたモダンムーヴメント 
  第 6 章 A・R・オラージュの中世主義モダニズム 
  第 7 章 生きることを「教わる」、「みんな揃って」歌う 
  第 8 章 ピクチャレスクな都会のイングランド 














に振り返りながら、イギリス社会の 20 世紀的なデザインを提唱していることが指摘されている。 






























































  平成 30 年 12 月 1 日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のも
と、本論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。なお、学力の確
認は、著者が「人文社会科学研究科論文審査等実施細則」第 10 条（2）に該当することから免除し、
審議の結果、審査委員全員一致で合格と判定された。 
 
３ 結論 
  上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（文学）の学位を受けるに十分な
資格を有するものと認める。 
